
議
会
だ
よ
り
　
秀
峰

4

議
会
だ
よ
り
　
秀
峰

5

大
豊
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例 

（
賛
成
・
全
員
）

○
教
育
長
及
び
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

集
落
支
援
員
の
報
酬
を
追
加
す
る
。

大
豊
町
消
防
表
彰
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例	

（
賛
成
・
全
員
）

○
町
単
独
に
よ
る
30
年
以
上
の
消
防

団
員
退
職
報
償
金
支
払
額
表
を
追

加
す
る
。

大
豊
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例	

（
賛
成
・
全
員
）

○
農
地
台
帳
の
地
図
情
報
等
の
閲
覧

等
に
関
す
る
手
数
料
を
追
加
す
る
。

大
豊
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例	

（
賛
成
・
全
員
）

○
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
を

計
画
期
間
と
す
る
第
六
期
の
介
護

保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
、
介
護

保
険
料
を
多
段
階
化
し
て
介
護
保

険
料
を
改
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
豊
町
簡
易
給
水
施
設
の
管
理

に
関
す
る
指
定
管
理
者
の
指
定

	

（
賛
成
・
全
員
）

○
上
倉
地
区
簡
易
給
水
施
設
を
上
倉

地
区
簡
易
給
水
組
合
に
、
津
家
地

区
簡
易
給
水
施
設
を
津
家
地
区
簡

易
給
水
組
合
に
指
定
、
期
間
は
い

ず
れ
も
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年

間
。

津
家
地
区
簡
易
給
水
施
設　

大
豊
町
集
い
の
広
場
「
と
ま

レ
ー
ル
大
杉
」
の
管
理
に
関
す

る
指
定
管
理
者
の
指
定（賛

成
・
全
員
）

○
大
豊
町
集
い
の
広
場
「
と
ま
レ
ー

ル
大
杉
」
を
大
杉
駅
サ
ポ
ー
ト
協

議
会
に
指
定
、
期
間
は
平
成
27
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31

日
ま
で
の
５
年
間
。

大
豊
町
副
町
長
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例	（
賛
成
・
全
員
）

○
地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
に
よ
り

副
町
長
を
１
人
か
ら
２
人
に
改
め

平
成
27
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
す

る
。

議
会
の
委
任
に
よ
る
長
の
専
決

処
分
事
項
の
指
定	

（
賛
成
・
全
員
）

○
議
会
の
委
任
に
よ
る
長
の
専
決
処

分
事
項
の
指
定
に
つ
い
て
地
方
創

生
人
材
支
援
制
度
に
よ
る
人
材
派

遣
に
伴
う
、
副
町
長
の
給
与
及
び

関
係
予
算
に
関
す
る
こ
と
を
追
加

を
す
る
。

平成26年度補正予算（賛成・全員）

平成27年度当初予算（賛成・全員）

◇国庫補助金
　農地災害復旧費補助金600万円及び地域住民生

活等緊急支援のための交付金4,972万2千円増額。
　公共土木施設災害復旧費国庫負担金2億9,656

万8千円及び林道施設災害復旧費国庫補助金1億
450万1千円の減額、集落活動センター推進事業
費補助金2,876万6千円及び木材加工流通施設整
備事業費補助金1,670万円等を減額。
◇県支出金
　安心子育て支援事業費補助金51万円の計上及び

青年就農給付金300万円増額。
◇寄附金
　一般寄附金3,887万1千円
◇繰入金
　災害対策基金繰入金506万円及び財政調整基金

繰入金2,386万8千円を計上。　
◇主な使いみち（一般会計歳出）
　素材出荷報償費200万円を始めとする地方創生

費として3,910万円を計上、子育て応援報償費
638万円及びプレミアム商品券発行助成金615
万円を消費喚起・生活支援費として計上、生活路
線バス運行対策費補助金267万7千円、青年就農
給付金300万円、農地災害復旧費1,837万3千
円等を増額計上。その他予算執行状況による調整
を行った結果、レンタルハウス整備事業費補助金
3,038万5千円、木材加工流通施設整備事業費補
助金1,670万円、がけくずれ住家防災対策工事
費1,359万3千円、災害復旧事業費6億1,656万
2千円他を減額。

一般会計の主な財源（歳入）
◇地方交付税　　　19億6,000万円
　（前年度比0.5％、1,000万円減）
◇臨時財政対策債　１億3,700万円
　（前年度比0.3％、40万円減）
◇町税　　　　　　３億3,011万１千円
　（前年度比3.9％、1,328万８千円の減）
　評価替による宅地の下落修正による減及び法人町

民税法人割の税率の減等。
◇国庫支出金　　　３億5,689万９千円
　（前年度比71.2％、１億4,840万１千円の増）
　農山漁村活性化プロジェクト支援交付金、公共土

木施設災害復旧費負担金及び林道施設災害復旧費
補助金の皆増、社会保障・税番号制度システム整
備費補助金、社会資本整備総合交付金等の増。
◇県支出金　　　　５億1,972万８千円
　（前年度比16.5％、１億237万２千円の減）
　原木増産用林業機械等整備事業費補助金、多面的

機能支払交付金、地域集会所耐震促進事業費補助
金の皆増、中山間地域生活支援総合補助金、中山
間地域等直接支払交付金等の増、木材加工流通施
設整備事業費補助金及び木材加工流通人材育成対
策事業費補助金等の減。
◇財産収入　　　　　　3,239万５千円
　（前年度比2.6％、83万５千円の増）
　預金利子等による増。

一般会計の主な使いみち（歳出）
◇人件費　　　　　８億1,921万２千円
　（前年度比5.4％、4,664万１千円の減）
　職員の減及び異動による給料及び手当の減による。
◇物件費　　　　　７億4,273万７千円
　（前年度比11.4％、7,628万９千円の増）
　社会保障・税番号制度システム改修委託料及び総

合住民情報システム導入委託料、橋梁長寿命化修
繕測量設計委託料等の増。
◇扶助費          ２億7,316万２千円
　（前年度比0.6％、160万１千円の増）
　自立支援医療給付費等の増。
◇補助費          ８億1,516万円
　（前年度比1.0％、854万２千円の減）
　多面的機能支払交付金の皆増、新規兼業農家スタ

イル構築育成事業費補助金及びクルベジ生産・新
特産ブランド販売促進事業費補助金の皆減。
◇普通建設事業費　８億332万７千円
　（前年度比18.3％、１億7,988万９千円の減）
　杉部消防屯所整備工事及び地域集会所耐震改修

費補助金の皆増、旧21世紀センター等解体工事
費及び木材加工流通施設整備事業費補助金の減、
100年の森づくり整備事業費補助金の減。
◇繰出金　　　　　２億7,915万８千円
　（前年度比1.0％、282万５千円の増）
　簡易水道事業特別会計繰出金の減、その他会計繰

出金の増。

会　　　計 補　正　額 補正後の額
一 般 会 計（９回 ） △7億5,245万9千円 53億4,382万２千円
特
別
会
計

国民健康保険（３回 ） 20万２千円 8億6,217万3千円
介 護 保 険（４回 ） 1,794万4千円 ７億1,216万円
簡 易 水 道（４回 ） △600万円 1億1,512万5千円 

会　　　計 本年度予算額 前年度当初予算額 比較
一 般 会 計 45億4,830万円 47億2,379万4千円 △1億7,549万4千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 9億332万２千円 ７億8,835万3千円 △1億1,496万9千円
介 護 保 険 ６億7,306万3千円 6億4,440万3千円 2,866万円
後期高齢者医療  9,849万円 １億25万８千円 △176万8千円
簡 易 水 道 １億17万８千円 1億589万7千円 △571万9千円

一般会計の主な財源（歳入）

第456回臨時会　契約の締結

26第10－20号
26災第９２８－９３３号町道川口南式岩線道路災害復旧工事請負契約

　（賛成・全員）
１　契約の目的　　26第10－20号
　　　　　　　　　26災第９２８－９３３号町道川口南式岩線道路災害復旧工事
２　契約の方法　　指名競争入札
３　契約金額　　　６３，５０４，０００円
４　契約の相手方　大豊町戸手野1360番地
　　　　　　　　　株式会社香川建設
　　　　　　　　　代表取締役　香　川　豊　彦

第
457
回
定
例
会
　
主
な
条
例
改
正
等

ろ過設備 取水設備

「とまレール大杉」


